
▲ 衆院本会議にて登壇し、討論する坂本氏。 
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維新の党衆議院埼玉県第10選挙区支部 

   埼玉県東松山市材木町20－9 

 TEL：0493-22-3682  FAX：0493-81-3386 

坂本ゆうのすけ氏 プロフィール 
 

＜学歴＞東松山市立松山第一小学校・松山中学校・埼

玉県立松山高等学校・日本大学文理学部卒 

＜経歴＞元東松山市長（4期16年）、日本スポーツ少年

団本部長、全日本スキー連盟副会長、埼玉県体育協会

名誉会長、東松山市体育協会会長、武蔵丘短期大学客

員教授 

＜政党＞前筆頭副幹事長、道州経済部会長、埼玉県総

支部代表 

＜衆議院＞前憲法審査会委員、前青少年問題に関する

特別委員会理事 

予算委員会委員、農林水産委員会委員 
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熟
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齢
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を
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ま
ず
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々
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行
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。
 

 
安
倍
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。
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。
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あ
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。
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政
府
は
現
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の
中
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集
権
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対
等
な
関
係
と
な
ら
な
い
限
り
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き
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て
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生
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地
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め
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け
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せ
ん
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お問い合わせ 

党員募集中！ 
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。
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。
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維新の党 綱領 

維新PRESS 号外 

政策について詳しくは党ホームページへ 

       https://ishinnotoh.jp/ 

統治機構改革で「この国のかたち」を

変える 
日本は今、経済のグローバル化と大競争時代

の荒波の中で、新陳代謝が遅れ、国力が停滞

あるいは弱体化し、国民は多くの不安を抱え

ている。 

我が国が、この閉塞感から脱却し、国民の安

全、生活の豊かさ、伝統的な価値や文化など

の国益を守り、かつ、国の将来を切り拓いてい

くためには、より効率的で自律分散型の統治

機構を確立することが急務である。なぜなら、

欧米に追い付け追い越せの時代には有効とさ

れた「中央集権」「官僚主導」「護送船団方式」

等の国家運営方針が、成熟国家・日本の羅針

盤たりえなくなってきたからだ。  
 

「自治・分権」「自立」「民権」を基本

理念とする 
維新の党は、我が国の旧き良き伝統は守り

ながらも「因習」「既得権益」は打破し、豊か

な自然と歴史・文化の源である地域を育み、

多様な価値観を認め合う公正で開かれた社

会を構築する。 

国からの上意下達に依ることなく、地域、そし

て個人が自立できる社会システムを確立し、

地域、個人の創意工夫、民間の自由な競争

によって経済と社会を活性化する。                   

「官治・集権」から「自治・分権」、「官権」から

「民権」へと国家運営を転換し、規制の壁を

打ち破り、「自立する国家」「自立する地域」

「自立する個人」を実現する。 
 

法と秩序に基いた現実的な外交・安

全保障政策を展開する 
維新の党は、我が国が国際社会において名

誉ある地位を占めたいと願う。自国の防衛を

万全なものとするとともに、世界に覇を求めず、

「法の支配」「自由と民主主義」等の価値を共

有する諸国と連帯し、平和の増進に貢献する。                          

また、持てる人材と技術（技術基盤と技術革

新力）を駆使し、文明の発展と世界の繁栄に

寄与する。 
 

「保守VSリベラル」を超えて改革勢

力を結集する 
日本再生のため、維新の党は、我が国が抱

える根源的な問題の解決に取り組む。「保守

VSリベラル」を超えた政治を目標とするが、

それは、内政、外交ともに、政策ごとにイデ

オロギーではなく国益と国民本位に合理的

に判断することにより可能となる。課題を次

世代に先送りせず、将来に向けた持続可能

な制度・仕組みを構築する。 

そのために維新の党は、政治理念や基本政

策の一致を前提に、改革勢力を結集し、政

権担当可能な一大勢力の形成を目指す。 
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